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審 査 の 要 旨 
１ 批評 
インド人類学で婚姻をあつかう研究において、異ジャーティ婚はジャーティの枠組みにおいて例外として
あつかわれてきた。異ジャーティ婚が中心問題としてあつかわれる場合は、都市化と近代化のコンテクスト
におけるロマンチックラブの事例として取り上げられる傾向があった。本論文は、異ジャーティ婚をロマン
チックラブの問題としてだけでなく、これが現代インド低中産階級の若者にとって社会上昇の手段でもある
こと、そして異ジャーティ婚がつながりの潜在性の中で現実的な選択肢の一つであり得ることを示した点に
特徴がある。本論文の舞台となったブンデルカンド地方の二つの村は、後進的な地方にあり、ジャーティの
婚姻規範とサマージによる規制は強く働いている。よって著者が長期にわたって参与観察を行った家族は、
異ジャーティ婚を行い、その結果制裁を受ける。当該家族は浄化儀礼を行い、収縮したつながりの潜在性を
再び拡張し、同ジャーティ婚を行って後に続く婚姻のつながりの可能性を確保する。その一方で異ジャーテ
ィ婚の婚姻は家族の中に葛藤を生み続けている。著者は多様な婚姻の可能性を持ったある家族の境界の変容、
その潜在的な開放性と社会的な制裁による開放性の制約について豊かな民族誌を書くことに成功している。
著者は婚姻を巡る可能性と出来事と制裁についての豊かな記述をする一方で、分析概念の使い方が厳密でな
いという問題は指摘されねばならない。しかし、一つの家族を 5年以上追跡して、婚姻によって変わるその
境界を丹念に描いた本論文は民族誌として高い価値を有すると認められる。 
 
２ 最終試験 
 平成２８年１月１５日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本
論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
 
